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近年、異種材料をそれぞれの長所に応じて適材適所に組み合わせ、総合的に優れた製品や部材

を創出するマルチマテリアル化が注目されており、自動車・航空宇宙産業では、車体や機体の軽

量化のために有機材料の利用が検討されている。マルチマテリアル化の実現のためには、有機材

料と金属など構成物質が全く異なる異種材料の接合技術が求められる。有機材料と金属の接合プ

ロセスの一つとして、有機材料を加熱し溶着する熱圧着法がある。熱圧着法はリベットや接着剤

などの部材を必要としないが、適用範囲が極性官能基を有する熱可塑性樹脂に限定される問題点

がある。これらも問題を解決するために、大気圧非平衡プラズマジェットを用いた表面処理によ

る極性官能基付与、およびに大気圧非平衡プラズマジェットからの入熱による直接加熱を利用し

たより、従来の熱圧着法では接合が困難であった有機材料と金属との異種材料接合の実現へ向け

た研究を行っている。これまでに、ポリカーボネートとステンレスの接合ではプラズマを利用す

ることで熱圧着法の約 8.2 倍の接合強度が得られている。また、極性官能基を有しないポリエチ

レンに対して、プラズマ照射により、表面への極性官能基付与を可能にするとともにポリエチレ

ンとステンレスの直接接合が達成できることを見出している。 

本研究では、有機材料-金属との異種材料接合の接合機構の解明を進めると同時に、大気圧非平

衡プラズマジェットの大面積化に向けた放電に対するガスの流れの解析や、大面積プラズマジェ

ット開発に向けた電極形状について研究を進めており、詳細は講演にて報告する。 
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